
「
人
・
ま
ち
・
自
然
が
元
気
」を
テ
ー
マ
に
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
29
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　

谷
村
第
一
小
学
校
校
庭

商
業
祭
り
、
農
業
祭
り
、
友
好
都
市
物
産

展
、
屋
台
、
地
場
産
業
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
壷

道
中
行
列
、
お
茶
席
な
ど

※
詳
細
は
、
後
日
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

産
業
観
光
課
　
観
光
振
興
担
当

20
名
　

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
抽
選
の
結
果
は
、
当
選
者
へ
の
案
内
状

の
発
送
を
も
っ
て
発
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

電
話
、
直
接
、
官
製
は
が
き
、

E
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
郵
便
番

号
・
電
話
番
号

10
月
31
日(

火)

午
後
５
時
ま
で

※
郵
便
の
場
合
は
締
切
日
ま
で
に
必
着

昼
食
代
と
し
て
１
、
０
０
０
円
を

運
行
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加
決
定
者

あ
て
に
連
絡
し
ま
す
。
○
○
○
○

〒
４
０
２
―
８
５
０
１

都
留
市
上
谷
１
―
１
―
１

政
策
形
成
課
　
企
画
担
当

E
メ
ー
ル
　kikaku1@

city.tsuru.lg.jp

10
月
１
日（
日
）〜
10
月
31
日（
火
）

時
間
２
時
間
30
分
　
約
７
・
５
キ
ロ

都
留
文
科
大
学
前
駅（
ス
タ
ー
ト
／
ス
タ
ン

プ
）→

田
原
の
滝（
ス
タ
ン
プ
／
句
碑
）→

都
留

市
商
家
資
料
館
・
屋
台
展
示
庫→

ぴ
ゅ
あ
富

士（
ス
タ
ン
プ
／
句
碑
）→

円
通
院（
ス
タ
ン

プ
／
句
碑
）→

東
漸
寺（
ス
タ
ン
プ
／
句
碑
）→

城
南
公
園（
句
碑
）→

勝
山
城
趾→

谷
村
町
駅

（
ゴ
ー
ル
／
ス
タ
ン
プ
）

ス
タ
ー
ト
駅
ま
で
の
交
通
機
関

市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
趣
味
や

技
術
を
活
か
し
た
作
品
、
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
中
で
作
成
し
た
作
品
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
作
品
は
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
県
障

害
者
文
化
展
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

作
品
を
含
む
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

10
月
４
日（
水
）〜
13
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
　

１
階
ロ
ビ
ー

福
祉
事
務
所
　
（
46
）５
１
１
２

県
東
部
広
域
連
合
で
は
、
圏
域
市
村
の
皆

さ
ん
に
他
の
市
村
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、「
圏
域
ふ
れ
あ
い
探
検
バ
ス
」を

運
行
し
ま
す
。

11
月
10
日（
金
）午
前
８
時
30
分
　

都
留
市
役
所
出
発（
家
中
川
小
水
力

市
民
発
電
所
前
集
合
）

○
家
中
川
小
水
力
市
民
発
電
所
・
都
留
戸
沢

の
森
和
み
の
里(

種
徳
館
な
ど)

○
道
の
駅
ど
う
し
・
道
志
の
湯
・
水
源
の
森

※
道
志
の
湯
に
お
い
て
、
入
浴
・
昼
食

○
上
野
原
市
新
庁
舎

市
内
在
住
者

10
月
１
日（
日
）か
ら

上
谷
２
―
１
―
15

新
町
別
館
A
棟
１
階

月
額
１
９
、
５
０
０
円（
共
益
費
込
）、
電

気
料（
共
有
部
分
は
除
く
）、
電
話
料
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
使
用
料

※
詳
細
は
８
月
号
広
報「
つ
る
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

産
業
観
光
課
　
商
工
振
興
担
当

21 H 1 8 . 10 . 1

が
電
車
利
用
者
に
限
り
ま
す
。

※
ス
タ
ン
プ
押
印
の
方
に
は
記
念
品
を
進
呈

し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
併
せ
て
、

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
歩
い
た

後
は
、
一
句
詠
ん
で
、
ゴ
ー
ル
で
応
募
。
優

秀
作
品
に
は
豪
華
賞
品（
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
食
事
券
、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
フ
リ
ー
パ

ス
な
ど
）が
当
た
り
ま
す
。

産
業
観
光
課
　
観
光
振
興
担
当

富
士
急
富
士
吉
田
駅
　

０
５
５
５（
22
）７
１
３
３

尾
県
郷
土
資
料
館
は
、
明
治
10
年
に
建
て

ら
れ
た
藤
村
式
建
築
と
呼
ば
れ
る
小
学
校
を
、

復
元
工
事
し
、
郷
土
資
料
館
と
し
て
開
館
し

て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
に
は
県
の
文
化
財
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
秋
の
資
料
館
ま
つ
り

は
、
地
元
の
協
力
会
の
協
力
を
受
け
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

10
月
28
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

〜
明
治
時
代
を
体
験
し
よ
う
！
〜

折
り
紙
、
編
み
物
、
工
作
、
子
ど
も
劇
場

中
央
公
民
館
　
（
43
）１
４
５
１



ご
み
と
し
て
集
め
ら
れ
た
も
の
や
リ
サ
イ

ク
ル
用
品（
家
具
及
び
自
転
車
な
ど
約
60
点
）

の
中
か
ら
、
再
利
用
可
能
な
品
物
を
展
示
し
、

抽
選
・
有
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

10
月
22
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
先
着
２
０
０
名
の
方
に
記
念
品
な
ど
を
差

し
上
げ
ま
す
。

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合

ま
る
た
の
森
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

入
場
時
に
応
募
券
を
配
布(

１
人
１
枚
・
小

学
生
以
上)

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
品
に

応
募
箱
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
住

所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
午
前
11
時
30
分
こ
ろ
か
ら
公
開
抽

選
を
行
い
ま
す
。

※
展
示
品
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
１
世
帯
で

２
品
目
以
上
当
選
さ
れ
た
方
は
、
１
品
目
に

選
択
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
な
ど

会
場
に
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
参
加
者(

団
体)

を
募
集
し
ま
す
。

開
催
要
項
及
び
申
込
用
紙
は
、
組
合
及
び
市

地
域
振
興
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合

（
20
）２
６
５
１

都留文科大学では、本学教員のお薦め映画を上映し、教員自身の思いを語る｢文大名画座｣を開催します。
今春開催した日本の名画シリーズに続き、今回は洋画シリーズです。入場は無料で

す。市民の皆さんのご来場をお待ちしています。
※当日のご参加も受け付けますが、資料準備のため参加人数などの事前連絡をお
願いします。
※開催時間は、午後6時30分から（解説30分程度を含む）10時までです。

（1974年/アメリカ）143分
●監　督　ジャック･クレイトン●出　演　R･レッドフォード/ミア･フォロー/カレン･ブラック
●会　場　都留文科大学2号館101教室●解説者　依藤道夫（英文学科教授）

（1957年/アメリカ）155分
●監　督　デヴィッド･リーン●出　演　アレック･ギネス/ウィリアム･ホールデン/早川雪洲
●会　場　都留文科大学自然科学棟Ｓ1教室（階段教室）●解説者　植村憲治（初等教育学科教授）

（1987年/アメリカ）119分
●監　督　ブライアン･デ･パルマ●出　演　ケビン･コスナー/ショーン･コネリー/R･デ･ニーロ
●会 場　都留文科大学2号館101教室●解説者　大森一輝（比較文化学科教授）

（1989年/イタリア･フランス）124分
●監　督　ジュゼッペ･トルナトーレ●出　演　フィリップ･ノワレ/J･ぺラン/S･カシオ
●会　場　都留文科大学2号館101教室●解説者　田中夏子（社会学科教授）

都留文科大学企画広報担当 （43）4341

毎
月
第
２
、
第
４
火
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

文
化
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー

渡
辺
長
重

10
名

文
字
、
図
案
、
名
句
な
ど
を
木
の

板
に
ノ
ミ
で
彫
り
、
色
づ
け
・
金
箔
貼
り
な

ど
で
仕
上
げ
ま
す
。

ノ
ミ
、
木
ハ
ン
マ
ー
な
ど
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

木
板
、
塗
料
、
金
箔
、
額
代
な
ど

０
９
０（
７
１
７
２
）２
５
０
８
　
仲
野
　

都
留
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ビ
ル
友
好
委
員
会

で
は
、
今
月
来
訪
す
る
公
式
訪
問
団
と
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
英
語
で
ク
ッ
キ
ン

グ
」を
開
催
し
ま
す
。
料
理
を
と
お
し
て
英
会

話
を
学
び
、
さ
ら
に
両
市
の
友
好
の
絆
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
22
日（
日
）午
後
２
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
２
階

20
名

無
料

都
留
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ビ
ル
友
好
委
員
会

事
務
局
　
総
務
課
　
秘
書
広
報
担
当
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ぴ
ゅ
あ
富
士
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

ぴ
ゅ
あ
富
士
　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　

10
月
21
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

「
講
談
で
語
る
　
戦
国
武
将
の
妻
た
ち
と

男
女
共
同
参
画
」

講
談
師
　
宝
井
琴
桜

10
月
22
日（
日
）

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
50
分

「
聞
い
て
な
っ
と
く
　
知
っ
て
な
っ
と
く

語
っ
て
な
っ
と
く
　
男
女
共
同
参
画

〜
そ
う
そ
う
遠
く
は
な
い
は
ず
〜
」

管
内
の
市
町
村
が
、
３
つ
の
テ
ー
マ（
家

庭
、
職
場
、
地
域
）で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
表
し
、
そ
の
後
、
３
分
科
会
に
分
か
れ
て

話
し
合
い
、
学
習
を
深
め
ま
す
。

20
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

21
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

22
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
２
時
45
分

10
月
21
日（
土
）

活
動
発
表
　

午
前
10
時
10
分
〜
午
後
０
時
５
分

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
　
　

午
後
０
時
40
分
〜
１
時
10
分

抹
茶
席
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
〜
午
後
３
時
30
分

10
月
22
日（
日
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
バ
ザ
ー
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

抹
茶
席

午
前
10
時
10
分
〜
午
後
１
時
30
分

よ
さ
こ
い
そ
ー
ら
ん
　

午
後
２
時
50
分
〜
３
時

ぴ
ゅ
あ
富
士
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ぴ
ゅ
あ
富
士

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
45
）１
６
６
６

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
託

児（
未
就
学
児
）を
ご
希
望
の
方
は
、
３
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
出
会
い
」と
は
人
生
そ
の
も
の
を
変
え
る

く
ら
い
重
要
な
も
の
。
人
と
人
と
の
出
会
い

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

毎
日
の
お
仕
事
で
出
会
い
の
機
会
が
少
な

い
方
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

員
が
秘
密
を
守
り
、
誠
意
を
も
っ
て
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

10
月
24
日（
火
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

ふ
る
さ
と
会
館
３
階
研
修
室

相
談
を
希
望
さ
れ
る
本
人
ま
た
は

代
理
人（
家
族
）

市
民
生
活
課
　
窓
口
担
当

※
登
録
時
に
は
次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
　
履
歴
書（
所
定
用
紙
あ
り
）

１
枚

２
　
写
真（
最
近
撮
影
の
も
の
）

１
枚

３
　
登
録
申
請
書（
所
定
用
紙
あ
り
）
１
枚

５
０
０
円（
食
材
費
）

時
に
は
子
ど
も
を
預
け
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
食
育
サ
ロ
ン
参
加
者
以
外
の
方
で
託
児
を

希
望
す
る
方い

き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

お
も
ち
ゃ
図
書
館
、
託
児
室

10
名

１
０
０
円（
保
険
・
運
営
費
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
（
46
）５
１
１
５

10
月
27
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

子
ど
も
の
体
に
良
い
食
べ
物
を
作
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

調
理
指
導
実
習
室

10
名

10
月
21
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場
前

ふ
れ
あ
い
広
場
、
ま
つ
り
広
場

（
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
）

日
ご
ろ
の
自
分
た
ち
の
活
動
で
、
ス
テ
ー

ジ
上
で
発
表
が
可
能
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

各
自
の
持
ち
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。

ハ
ガ
キ
に「
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
ふ

れ
あ
い
広
場
参
加
希
望
」と
記
入
し
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
発
表
人

数
、
内
容
を
記
入
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
に「
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」と
記
入
し
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
主

な
商
品
名
を
記
入
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

５
０
０
円

10
月
10
日（
火
）

〒
４
０
０
―
８
５
０
１

甲
府
市
丸
の
内
１
―
６
―
１

県
民
生
活
課
　

県
民
の
日
　
富
士
吉
田
会
場
実
行
員
会
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11
月
１
日（
水
）、
２
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

富
士
吉
田
市
民
会
館
５
階
　

応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接
対
策

概
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者

30
人（
要
申
込
）

11
月
14
日（
火
）、
15
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
１
人
約
50
分
程
度

富
士
吉
田
市
民
会
館
５
階
　

個
別
就
職
相
談

概
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者

20
人（
要
申
込
）

11
月
７
日（
火
）、
８
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ぴ
ゅ
あ
富
士

再
就
職
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会

30
名（
要
申
込
）

１
日
の
み
の
参
加
も
可
、
託
児

（
無
料
）あ
り
。

11
月
９
日（
木
）、
10
日（
金
）

H 1 8 . 10. 1  24

（
財
）県
体
育
協
会「
富
士
北
麓
公
園
」で
は
、

北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ゲ
ー
ム
）を
開
催
し
ま
す
。
景
品
を
多
数

用
意
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

11
月
３
日（
金
）

富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場
ほ
か

ク
ラ
ス
Ａ
　
家
族
グ
ル
ー
プ（
必
ず
成
人
１

名
が
入
る
事
）

ク
ラ
ス
Ｂ
　
小
学
生
グ
ル
ー
プ（
小
学
生
だ

け
で
構
成
）

※
原
則
１
グ
ル
ー
プ
４
名
と
す
る
が
３
名
又

は
５
名
で
も
可
能
で
す
。

先
着
50
組

１
グ
ル
ー
プ
２
０
０
円

10
月
１
日（
日
）〜
10
月
27
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で
　
　
　
　
　
　

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
窓
口
へ
直
接

申
し
込
む
か
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の

場
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
代
表
者
名

な
ど
の
記
入
事
項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

富
士
吉
田
市
上
吉
田
立
石
５
０
０
０

０
５
５
５（
24
）３
６
５
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
５（
24
）３
３
６
８

U
R
L

http://w
w
w
.m
fi.or.jp/hokuroku

行
政
相
談
は
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
受
け
、
関
係
機
関
と
協
力

し
て
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の
で
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

年
金
、
医
療
保
険
、
老
人
保
健
・
福
祉
、
雇

用
保
険
、
登
記
事
務
、
道
路
、
生
活
衛
生
、

郵
便
、
貯
金
、
簡
易
保
険
、
消
費
者
保
護
、

窓
口
の
サ
ー
ビ
ス

※
行
政
相
談
は
市
役
所
で
定
例
的（
原
則
と
し

て
毎
月
20
日
）に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
日
以
外
で
も
、
自
宅
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

定
例
相
談
と
は
別
に（
臨
時
的
に
）開
設
す

る
相
談
所
で
、
他
の
各
種
委
員
と
の
合
同
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

10
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時

都
留
市
役
所
３
階
　
大
会
議
室

行
政
相
談
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
・
民
生

児
童
委
員
・
心
配
ご
と
相
談
委
員
・
結
婚
相

談
員
な
ど

市
民
生
活
課
　
窓
口
担
当

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
１
人
約
50
分
程
度

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ぴ
ゅ
あ
富
士
　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
、
個

別
相
談

20
名（
要
申
込
）

11
月
17
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時
　
　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

求
職
者
と
企
業
の
合
同
就
職
面
接
会

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
企
業
の
方
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
無
料
で
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
へ
の
参
加
は
、
雇
用
保
険
の
失
業

の
認
定
に
お
け
る
求
職
活
動
実
績
に
該
当

し
ま
す
。

県
労
政
雇
用
課
　
地
域
雇
用
担
当
　

０
５
５（
２
２
３
）１
５
６
２

11
月
７
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

甲
府
市
丸
の
内
１
―
１
―
17

○
合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会



10
月
21
日（
土
）午
後
２
時

文
化
ホ
ー
ル（
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ

ー
ル
）

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

草
野
　
厚

「
混
迷
す
る
日
本
の
政
治
・
経
済
状

況
の
下
で
の
企
業
経
営
」

無
料

富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局

０
５
５
５（
２
２
）７
１
１
１

※
先
着
３
０
０
名
様
に
入
場
整
理
券
を
送
付

し
ま
す
。
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10
月
21
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
か
ら

都
留
文
科
大
学
１
号
館
４
階

都
留
文
科
大
学
教
授
　
河
村
茂
雄

「
近
年
の
子
ど
も
の
問
題
を
考
え
る
」

〜
家
庭
が
で
き
る
こ
と
　
学
校
が

で
き
る
こ
と
〜

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

県
P
T
A
協
議
会

０
５
５（
２
２
８
）１
３
４
２

11
月
６
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

市
役
所
３
階
　
大
会
議
室

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

（
43
）４
９
６
６
　
清
水
　

●
ビ
ー
バ
ー
隊（
幼
・
保
年
長
〜
１
年
）

●
カ
ブ
隊
（
小
学
２
年
〜
４
年
）

●
ボ
ー
イ
隊（
小
学
５
年
〜
中
３
年
）

実
際
に
集
会
を
ご
覧
に
な
り
、
遠
慮
な
く

指
導
者
や
子
ど
も
た
ち
に
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
最
近
の
集
会

10
月
８
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

ふ
る
さ
と
会
館
３
階

10
月
22
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

平
成
18
年
10
月
23
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

谷
村
工
業
高
等
学
校
　
洗
心
ホ
ー
ル

信
州
大
学
工
学
部
　

環
境
機
能
工
学
科
教
授
　
池
田
敏
彦

10
月
28
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

宝
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

炭
焼
き
に
挑
戦
〜
秋
の
宝
の
山

年
長
〜
小
学
６
年
生
の
男
女

無
料（43

）４
４
５
９
　
佐
藤

信
州
大
学
工
学
部

環
境
機
能
工
学
科
教
授
　
大
石
修
治

信
州
大
学
大
学
院

環
境
機
能
工
学
専
攻
　
中
島
美
佳

谷
村
工
業
高
等
学
校

（
43
）２
１
０
１
　
芦
澤

ふ
る
さ
と
会
館
３
階

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
都
留
第
一
団

（
43
）１
４
９
７
　
重
原

○
講
演
会（
求
職
者
対
象
）

○
キ
ャ
リ
ア
相
談（
求
職
者
対
象
）

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
相
談（
求
職
者
対
象
）

○
情
報
提
供
・
相
談（
企
業
対
象
）

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
　

山
梨
セ
ン
タ
ー

０
５
５（
２
４
２
）３
０
６
１

広告スペース 広告スペース
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「新入学児童に黄色い帽子を贈る運動」バザーへのご協力
都留市明るい社会づくり運動推進協議会では、下記日程によりバザー

を実施します。
バザーの収入で、主として新入学生に黄色い帽子を贈っています。今

年も市内420名の新入学児童に黄色い帽子を贈りました。
ご家庭の衣類、日用品などバザーにご寄付いただける品物がありまし

たら出品くださいますようお願いします。
10月29日（日）午後1時～
文化会館　4階
都留市明るい社会づくり運動推進協議会
会　長　佐藤　保　 （43）5764／事務局　佐藤 （43）2871

山梨県最低賃金1時間655円
「山梨県最低賃金」は、10月1日より
現行の1時間651円から1時間655円に
4円引き上げられます。

山梨県労働局賃金室　 055（225）2854
都留労働基準監督署　 （43）2195

裁判員制度が平成21年5
月までにスタートします

裁判員制度とは、国民の皆さんに裁
判員になってもらい、裁判官とともに
刑事裁判に参加し、被告人が有罪かど
うか、有罪ならどのような刑にするの
か決めてもらう制度です。説明会や制
度の詳細については、ホームページで
ご案内しております。
検察庁HP http://www.kensatsu.go.jp

「雇ったら、入る」
～10月は労働保険適用促進月間です～

労働保険は労災保険と雇用保険の総称です。
労働者を1人でも雇っている事業主は、労働保険に加入する義務があ

ります。
都留労働基準監督署　 （43）2195
ハローワーク都留　　 （43）5141

税理士会による無料相談
10月14日（土）
午後1時30分～4時30分
大月支部事務局（山梨中央銀
行吉田支店前芙蓉建設2階）
消費税、相続税、贈与税など

※要予約
0555（22）8481

石綿による健康被害の救済に関するお知らせ

「石綿による健康被害の救済に関する法律」により石綿ばく露を原因と
する疾病により死亡した労働者のご遺族で労災保険法の遺族補償給付を
受ける権利が時効により消滅した方に対して特別遺族給付金が支給され
ることとなりました。
制度の詳細につきましては最寄りの労働基準監督署までお問い合わせ

ください。
都留労働基準監督署　 （43）2195

過去に石綿を取り扱う作業に従事していたものの、石綿健康診断を受
けていない方のうち、次の全ての項目に該当する方には無料で健康診断
を実施します。
○従事していた作業が特定できること。
○初回ばく露から10年以上経過していること。
○以前石綿作業に従事していた事業場が廃業や倒産、退職者に対する健
康診断を拒否などの理由で石綿健康診断を受診できない状況にあること。
○石綿に係る健康管理手帳を所有していないこと。

11月1日（水）～17日（金）
（財）山梨労働衛生センター　 0553（22）7898

男女雇用機会均等法が変
わります
来年4月から男女雇用機会均等法の

内容が改正されます。これにより性別
による差別禁止の範囲が拡大されると
ともに、妊娠・出産などを理由とする
不利益な取り扱いが禁止されます。
この改正についての説明会を開催し

ますので、企業の人事・労務担当者、
労働者の方はぜひ、ご参加ください。

10月30日（月）午後1時30分～4時
ウェルシティ甲府
甲府市朝気1－2－1
山梨労働局雇用均等室
055（225）2859

事業所・企業統計調査票の記入はお済みですか
10月1日現在で事業所・企業統計調査が一斉に行われていま

す。農林漁家を除く、すべての事業所・企業が対象になります。
調査員が収集に伺いますので、ご協力をお願いします。

調査関係者には守秘義務があり、調査内容の秘密は保護されます。
や、わからないことがある場合には、産業

観光課商工振興担当までご連絡をお願いします。
調査員は必ず｢調査員証｣を携行しています。



都留市消防署調べ（ ）はその日

都留市の気象

最高気温

最低気温

平均気温

降水日数

降 水 量

平均湿度

平成18年8月 平成17年8月 10年間
の平均

（4）
35.9℃

（26）
36.2℃ 35.6℃

（13）
17.8℃

（16）
17.1℃ 16.6℃

24.7℃ 25.2℃ 24.4℃
1.0㎜以上

9日
1.0㎜以上

7日
1.0㎜以上

10日

153.5㎜ 184.5㎜ 214.9㎜

77％ 75％ 76％
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おおおおしししし

自動車事故対策機構の事業について

水道の災害対策について

自動車事故が原因で、死亡または重度の後遺障害が残った方の児童（0
歳から中学校を卒業するまでの遺児）を対象に無利子で育成資金をお貸し
します。

自動車事故が原因で、脳、せき髄胸腹部臓器を損傷し、重度の後遺障
害を持つため、移動・食事・排せつなど日常生活動作について常時また
は随時の介護が必要な状態の方に介護料を支給します。

自動車事故対策機構山梨支所　 055（262）1088

行政書士無料相談会

子どもなんでも無料相談会
子育て、子どもの監護・養育、虐待、
不登校、いじめなど、子どもに係わる
問題であれば何でもご相談ください。

10月14日（土）
山梨県弁護士会館
甲府市中央1―8―7

「離婚後の親子関係」
山梨大学教授　山口亮子
午後1時30分～2時30分

午後1時30分～5時
055（235）7202

午後2時30分～5時
※電話及び面接相談の当日受け付けは
午後4時30分までとなっております。

子ども、大人は問いません。

地震・台風など、災害はいつ起こるかわかりません。災害時にもっと
も大切なのは飲料水の確保です。水道課では、市民の皆さんの飲料水が
確保できるよう日ごろから施設の点検や、耐震化への整備を進めています。

地震などの災害で配水管が破損すると、配水池から大量の水が流出し
飲料水の不足または、流出した水による2次災害が発生する可能性があ
ります。このような事態を防止するため、大地震などにより配水池の流
量計が過度な流量を感知すると、自動的に緊急遮断弁が閉じ、飲料水を
確保する装置を随時設置しています。

災害時における応急給水用資機材として、6リットル用の非常飲料水
用ポリ袋を常備しています。また、積載型（トラックの荷台に給水タン
クを積んだもの）の給水タンク車があり、災害時においても迅速に飲料
水の供給ができます。また、平常時には水道工事に伴う断水の際にも活
躍しています。

水道課 業務担当

10月は、行政書士制度強調月間です。
本制度の普及、理解を深めていただく
ため、「行政書士110番」、「対面無料相談
会」を実施します。

10月4日（水）～6日（金）
午前10時～午後4時
055（237）2601

10月21日（土）
午前10時～午後4時
下吉田コミュニティセンター

法務局なんでも無料相談所
登記、戸籍、供託、訟務、人権擁護、成年後見人登記に関する事務な

ど法務局の業務に関するどんな相談にもお答えします。
10月1日（日）午前9時～午後3時30分
甲府市北口1―2―19 甲府地方法務局4階会議室

○土地・建物、会社などの登記、地代・家賃、土地の境界について
○相続、遺言、成年後見制度、婚姻・離婚・親権・扶養について
○帰化など国籍について　
○児童・生徒のいじめ、体罰、名誉、信用に関すること

甲府地方法務局　 055（252）7153

「法テラス」をご利用ください
日本司法支援センター「法テラス」は、法的トラブルを解決するための

情報やサービスを全国どこでも受けられるよう、全国に50ヵ所以上の事
務所を置き、10月より業務を開始します。
法的トラブルを解決するのにどのような方法があるのかわからない、

どこに相談すればよいのかわからない、といったときは、法テラスコー
ルセンターまでお気軽にお電話ください。

0570（07）8374
※コールセンター、ホームページは10月2日からご利用いただけます。


